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はじめに 01 
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01-01：推奨環境 
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 HTMLのバージョン:4.01 Transitional  

 文字コード：UTF-8 

 対象ブラウザと対応機種  

PCからの利用  

<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.01 Transitional//EN" "http://www.w3.org/TR/html4/loose.dtd">  

・Internet Explorer 8 以降(6,7でも動作しますが、保証しておりません。) 
・Mozilla Firefox 最新版 
・Safari 最新版 
・Google Chrome 最新版 
※それぞれ最新版を推奨します。  

スマートフォン  
・iOS4以降のSafari （それ以外のブラウザでも動作しますが、保証しておりません。） 
・Android2.3以降のデフォルトブラウザ （それ以外のブラウザでも動作しますが、保証しておりません。また、機種依存の不具合によっては対応しかねる場合があります。）  

フィーチャーフォンからの利用 
XHTMLが閲覧できる端末に対応しております。 
・DoCoMo FOMA(初期の2001,2002,2101以外) 
・au WAP2.0ブラウザ搭載端末 
・SoftBank W型、3GC型  

本マニュアルは基本的操作としてHTML4をベースに作成していますが、RCMSではHTML5についても対応しています。HTML5をベースに作成する場合は、30ページをご参照ください。 
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レイアウトについて 02 
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ファイル名 編集可能 備考 

default.v2.css × 

layout●.css △ 「デザイン＞レイアウト」で設定  
※「02-08：レイアウト設定」 参照 

import.css × 

parts.css ○ メインとして使用 
※「03-04：CSSの設定（PC）」 参照 

modules.css × 

print.css × 

customize.css ○ parts.cssで編集できない場合に使用 
※「03-04：CSSの設定（PC）」 参照 

default.v2.js × 

02-01：フォルダ構成 
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CSS 

default.v2.css 

layout<!--%template_id%-->.css 

import.css 

parts.css 

modules.css 

print.css 

default.v2.js 

この中に任意のフォルダを作成して画像・CSS・JSなどを格納します。 「/files/user/」直下に格納することもできます。 

customize.css 
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 画像・CSS・JSなどを格納するフォルダ構成 

※ ファイルパスは全てルートパスで指定します。 
RCMSでは全てのファイルをファイルマネージャにアップロードするため、「/files/user/***」と指定します。 
 
【ファイルパス記述例】 
background:url(/files/user/img/nav.png） 
<img src=“/files/user/header/image.jpg” alt=""> 
<script type="text/javascript" src="/files/user/common/js/heightLine.js"></script> 

※ ページ毎にCSSを作成せず 
「parts.css」にまとめて作成します。 

 「CSS」「JS」のフォルダ構成 
※この「CSS」「JS」フォルダに新規ファイルを追加することはできません。 

※新規ファイルを追加する場合に使用します。 

制作にあたっては、別途ご提供しております「html」フォルダにあるHTMLやCSSを使用してください。実際にコンテンツを入力した場合のサンプルは「sample_html」フォルダにて
ご提供しておりますので、ご参考になさってください。 

JS 

files 

user 
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02-02：段組みレイアウトについて 
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RCMSでは、ページ毎に段組・レイアウトを選択し、その中にコンテンツやフォームなどのモジュールを設置していく仕組みになっています。その中で、「メインモジュール」と呼ばれる、
主機能を1つ選択する必要があります。メインモジュールは1つのみで、その他のモジュールは「サブモジュール」と呼ばれます。サブモジュールは同div内にいくつでも設置することがで
きます。この段組・レイアウト自体を変更することはできず、この枠組みの中でモジュールを設置し、デザインをしていただく必要があります。 

▼ 管理画面：「ページ構成＞ページの「設定」＞配置」 

1 

2 3 

4 

5 

6 

7 

8 

1 

2 3 

4 

5 

6 

7 

8 

▼ ユーザー閲覧画面 

メインモジュールは 
一つのみ設置可能。 
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02-03：レイアウトの分類 
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1段組（グループa） 2段組左メイン（グループb） 2段組右メイン（グループc） 3段組中メイン（グループd） 

1.html / layout1.css 2.html/ layout2.css 3.html/ layout3.css 4.html/ layout4.css 

 

 

 

 

 

 

逆L左メイン（グループb） 3段組左メイン（グループb） 2段組右メイン2（グループc） 逆L右メイン（グループc） 

5.html/ layout5.css 7.html/ layout7.css 8.html/ layout8.css 9.html/ layout9.css 

2段組左メイン2（グループb） 2段組中メイン（グループa） 3段組中メイン2（グループd） 2段組左メイン3（グループb） 

10.html/ layout10.css 11.html/ layout11.css 12.html/ layout12.css 13.html/ layout13.css 

 

 

 

 

 

 

レイアウトは下記の12種類をご用意しており、それぞれグループa～dに分類されます。グループa～dの詳細については、次ページ移行（P7～P10）で説明します。 
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02-04：レイアウトの分類（グループａ） 
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「1.html」のbodyには class=”layout1” がつきます。（●.htmlのbodyにはclass=”layout●”）  

<body class="layout1"> 
<div id="<!--%page_sysnm%-->" class="wrapper1"> 
<div id="main_module_id_<!--%main_module_id%-->" 
<class="wrapper2"> 
<div id="container"> 
   <div id="header"> </div> 
   <div id="navi"> </div> 
   <div id="footpath"> </div> 
   <div id="contents"> 
      <div id="top_contents“ > </div> 
      <div id="main_contents"> </div> 
      <div id="bottom_contents"> </div> 
   </div> 
   <div id="footer"> </div> 
</div> 
</div> 
</div> 

▼ 【例】 1段組 （1.html） ▼ 【例】 1段組 （1.html）構造概念図 

1 

1 
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02-05：レイアウトの分類（グループｂ） 
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▼ 【例】 2段組左メイン （2.html） 

<body class="layout2"> 
<div id="<!--%page_sysnm%-->" class="wrapper1"> 
<div id="main_module_id_<!--%main_module_id%-->" 
<class="wrapper2"> 
<div id="container"> 
   <div id="header"> </div> 
   <div id="navi"> </div> 
   <div id="footpath"> </div> 
   <div id="contents"> 
      <div id="top_contents“ > </div> 
      <div id="wrap_contents"> 
        <div id="main_contents"> </div> 
        <div id="side_contents_right"> </div> 
      </div> 
      <div id="bottom_contents"> </div> 
   </div> 
   <div id="footer"> </div> 
</div> 
</div> 
</div> 

「2.html」のbodyには class=”layout2” がつきます。（●.htmlのbodyにはclass=”layout●”）  

▼ 【例】 2段組左メイン （2.html）構造概念図 

1 

1 
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02-06：レイアウトの分類（グループｃ） 
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▼ 【例】 2段組右メイン （3.html） 

<body class="layout3"> 
<div id="<!--%page_sysnm%-->" class="wrapper1"> 
<div id="main_module_id_<!--%main_module_id%-->" 
<class="wrapper2"> 
<div id="container"> 
   <div id="header"> </div> 
   <div id="navi"> </div> 
   <div id="footpath"> </div> 
   <div id="contents"> 
      <div id="top_contents“ > </div> 
      <div id="wrap_contents"> 
        <div id="main_contents"> </div> 
        <div id="side_contents_left"> </div> 
      </div> 
      <div id="bottom_contents"> </div> 
   </div> 
   <div id="footer"> </div> 
</div> 
</div> 
</div> 

「3.html」のbodyには class=”layout3” がつきます。（●.htmlのbodyにはclass=”layout●”）  

▼ 【例】 2段組右メイン （3.html）構造概念図 

1 

1 
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02-07：レイアウトの分類（グループｄ） 
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▼ 【例】 3段組中メイン （4.html） 

「4.html」のbodyには class=”layout4” がつきます。（●.htmlのbodyにはclass=”layout●”）  

<body class="layout4"> 
<div id="<!--%page_sysnm%-->" class="wrapper1"> 
<div id="main_module_id_<!--%main_module_id%-->" 
<class="wrapper2"> 
<div id="container"> 
   <div id="header"> </div> 
   <div id="navi"> </div> 
   <div id="footpath"> </div> 
   <div id="contents"> 
      <div id="top_contents“ > </div> 
      <div id="wrap_contents"> 
        <div id="main_contents"> </div> 
        <div id="side_contents_left"> </div> 
        <div id="side_contents_right"> </div> 
      </div> 
      <div id="bottom_contents"> </div> 
   </div> 
   <div id="footer"> </div> 
</div> 
</div> 
</div> 

▼ 【例】 3段組中メイン （4.html）構造概念図 

1 

1 
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02-08：レイアウト設定 
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▼ 【例】2段組み左メイン ▼ 管理画面（デザイン＞レイアウト） 

1 2 3 main_contents side_contents_right 

右側 余白 

サイト全体の幅（横幅） 2 

4 5 

レイアウト（サイト全体の幅など）に関するCSSは「デザイン＞レイアウト」で設定するため、parts.cssに記載しないでください。ここで設定したものが layout●.css として適
用されます。ローカルでコーディングのする際には、お渡ししている「html」内の「css/layout●.css 」を、設定した値に変更してください。 

項目名 説明 a b c d 

配置 ウィンドウに対するサイト配置 （A.右寄せ B.左寄せ C.中央） ○ ○ ○ ○ 

横幅 サイト全体の横幅 ○ ○ ○ ○ 

左側 左側 side_contents_right の幅 ○ ○ 

右側 右側 side_contents_left の幅 ○ ○ 

余白 左側と右側の余白 ○ ○ ○ 

▼ 設定項目の説明 

※      ～      の具体的な設定については、「html」内の layout●.css をご参照ください。 

4 5 

1 

2 

3 

4 

5 

1 5 

/files/css/front/layout●.css 
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コーディングについて 03 
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03-01：全体のフォントサイズの指定 
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▼ 管理画面（サイト基本設定＞サイト管理） 

「サイト基本設定＞サイト管理」の「デフォルトのフォントサイズ」は空にして、「parts.css」で指定します。 
なお、「サイト管理＞デフォルトのフォントサイズ」で指定している場合は、CSSで指定しているフォントサイズに影響が出る可能性があるので、「デフォルトのフォントサイズ」は空
欄に設定してください。 

parts.cssで指定する場合は、
空欄にしてください。 
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03-02：コーディングの留意点 
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▼ RCMS独自の要素（【例】1段組 ） 

 RCMS独自の要素に追加や修正はできません。 

 RCMS独自の要素は削除できません。 
<div id=“header”> </div> 
<div id="navi">  </div> 
<div id="footpath"> </div> 

<div id=“header”> </div> 
<div id=“footpath”>  </div> 

削除できません 

追加や修正はできません <div id=“header”> </div> 

<div id=“head” class=“clearfix”> </div> 

 RCMS独自の要素間に追加はできません。 
<div id=“header”> </div> 
<div id="navi">  </div> 

要素を追加でません <div id=“header”> </div> 
<div id=“gn”> </div> 
<div id=“navi”>   </div> 

<body class="layout1"> 
<div id="<!--%page_sysnm%-->" class="wrapper1"> 
<div id="main_module_id_<!--%main_module_id%-->" 
<class="wrapper2"> 
<div id="container"> 
   <div id=“header”>●</div> 
   <div id="navi"> ● </div> 
   <div id="footpath"> ● </div> 
   <div id="contents"> 
      <div id="top_contents“ > ● </div> 
      <div id="main_contents"> ● </div> 
      <div id="bottom_contents"> ● </div> 
   </div> 
   <div id="footer"> ● </div> 
</div> 
</div> 
</div> 

 ページの背景スタイルは、RCMS独自の要素に設定してください。 

【例】.wrapper1{background:#FFF} 
#contents{background:URL(/files/user/img/bg.jpg)} 

1 

<!--%page_sysnm%--> ：「 page_sysnm」が自動で入ります 

▼ 管理画面（サイト基本設定＞ページ構成＞各ページの「設定」＞基本設定） 

page_sysnm 1 

1 

●がついている箇所にのみ
要素を追加できます。 



(c) Diverta.Inc 

03-03：ヘッダフッタの設定 
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▼ RCMS独自の要素（【例】1段組 ）： 

<body class="layout1"> 
<div id="<!--%page_sysnm%-->" class="wrapper1"> 
<div id="main_module_id_<!--%main_module_id%-->" 
<class="wrapper2"> 
<div id="container"> 
   <div id=“header”>●</div> 
   <div id="navi"> ● </div> 
   <div id="footpath"> ● </div> 
   <div id="contents"> 
      <div id="top_contents“ > ● </div> 
      <div id="main_contents"> ● </div> 
      <div id="bottom_contents"> ● </div> 
   </div> 
   <div id="footer"> ● </div> 
</div> 
</div> 
</div> 

2 

<div id=“navi”> ● </div>：「グローバルナビ」を入れてください 

<div id=“footpath”> ● </div>：「ぱんくず」を入れてください 

4 

<div id=“footer”> ● </div>：「フッター」を入れてください 

3 

1 

<div id=“header”>●</div>：「ヘッダー」を入れてください 

▼ 管理画面（デザイン＞ヘッダフッタ＞PC用） 

2 

4 

3 

1 

2 

4 

3 

1 

グローバルメニュー：<div id=“navi”> ● </div> の●内のソースを入れてください。 

ぱんくずりんく：<div id=“footpath”> ● </div> の●内のソースを入れてください。 

フッタ：<div id=“footer”> ● </div> の●内のソースを入れてください。 

ヘッダ（サイト上部）：<div id=“header”>●</div> の●内のソースを入れてください。 

2 

4 

3 

1 

下記を参考にコーディングをしてください。 

組み込む際は下記を参考にローカルでコーディングしたソースを転記してください。 
※上記設定は「PC用」の画面ですが、「smartphone 用」「mobile 用」も「ヘッダフッタ」に組み込んでください。 
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03-04：CSSの設定（PC） 
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▼ 管理画面（デザイン＞デザイン） ▼ 管理画面（サイト基本設定＞ページ構成＞各ページの「設定」） 

1 
サイト全体に適用され、メインで使用します。 
「デザイン追加」をクリックして新規作成します。 
複数作成することができ、（適用中）になっているデザインのみが適用されます。 

3 

/files/css/front/parts.css：独自に作成したテンプレートCSS 

files/css/front/customize.css： 

各ページの「CSS編集」： 

PC用のCSSを設定する箇所は、3箇所あります。読み込まれる順番にご案内します。 

サイト全体的に適用されます。 
「parts.css」より後に読み込まれます。基本的には「parts.css」を使用します。 
「編集」をクリックして、入力します。 

2 

各ページのみに適用したい場合に使用します。 
「parts.css」や「customize.css」より後に読み込まれます。 

3 

2 

1 
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スマートフォン対応 04 
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04-01：サイト全体の設定 
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▼ 管理画面（サイト基本設定＞サイト管理） 

RCMSではPCページをベースにスマートフォンページを制作します。スマートフォンページを制作するためには、「スマートフォン向けページを利用する」にチェックを入れる必要があり
ます。チェックが入っていない場合は、スマートフォンでサイトを閲覧するとPCページを表示します。 

特定のページをPCページで表示するには、
カスタマイズ（有償）にて対応可能です。
お気軽にご相談ください。 

スマートフォン向けのページを表示した
い場合は、チェックを入れます。 

TOPはスマートフォンページを 
表示したいけど、下層はPCページを 

表示させたい。。。 
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04-02：ページの設定 
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▼ 管理画面（サイト基本設定＞ページ構成＞各ページの「設定」） 

RCMSではページ毎にスマートフォンページを表示するor表示しないを、各ページの設定から行えます。 

スマートフォンページを表示する場合は、
チェックを入れます。 

スマートフォンのチェックを外した状態で、スマートフォンからアクセスすると、下記のような
メッセージが表示されます。 

上記メッセージは、テンプレート編集で編集可能です。 
▼テンプレートの種類 
モジュール:共通 コンテンツ:共通 テンプレート:403 Forbidden not for Mobile 
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04-03：コンテンツ毎の設定 
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▼ 管理画面（サイト基本設定＞ページ構成＞各ページの「設定」） 

RCMSではページに設定しているコンテンツ毎に、スマートフォンページに「表示する」 or 「表示しない」を、各ページの設定から行えます。メインコンテンツは主機能のため、出し
分けることができませんので、スマートフォンで表示させたくない場合は、テンプレートの記述を空にしてください。 

スマートフォン：スマートフォンに表示する場合は、チェックを入れます。 
 

携帯・表示順：数値の小さい順に並びます。携帯とスマートフォンは共通です。 2 

1 

1 2 

※ PCは「配置」で配置した順に並びますが、携帯とスマートフォンは、「配置」の配置順が適
用されませんので、必ず並び順を入力してください。 

▼ 管理画面（コンテンツ更新＞自由HMTL） 

3 

スマートフォン版で利用する：スマートフォンで利用する場合はチェックを入れます。 3 
※ PCとスマートフォンでデザインが異なる場合は、PC用とスマートフォン用の自由HTMLを作
成してください。 

自由HTMLでコンテンツを作成している場合は、自由HTMLの編集画面でスマートフォンで利用
する、しない を設定できます。ただし、各ページで、どのコンテンツをスマートフォンに表示しているか
確認しやすくするために、ページ構成の設定でも、スマートフォンの表示設定をしておくことを推奨
しています。 

▲ テンプレートの記述を空にした状態 

▼ 管理画面（デザイン＞テンプレート編集） 
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04-04：ヘッダフッタの設定 
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スマートフォン用のヘッダフッタをカスタマイズするためには、スマートフォン用のヘッダフッタを使用する設定が必要です。 

▼ 管理画面（デザイン＞ヘッダフッタ＞smartphone 用） 

<body> 
<div id="container"> 
   <!-- ヘッダ（サイト上部）--> 
   <!-- グローバルメニュー -->  
   <!-- ぱんくずりんく  --> 
   <!-- コンテンツ --> 
   <!-- フッター --> 
</div> 
</body> 

2 

4 

3 

1 

▼ RCMS独自の要素 

2 

4 

3 

1 

削除できません。 

※ スマートフォンの場合は、<div id=“container”>  </div>内に、ヘッダ～フッタの
ソースと、ページに設定しているコンテンツが入ります。 
詳細なソースについては「sp_html」の「html」をご参照ください。 

ヘッダフッタを含めたすべての
要素が入ります。 

ページに設定したコンテンツ
が入ります。 
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04-05：CSS設定箇所 
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▼ 管理画面（デザイン＞ヘッダフッタ） 

必要に応じてSmartyで分岐をかけて
CSSを設定してください。 

スマートフォン用のCSSは、ファイルマネージャーにCSSファイルをアップロードして、「 smartphone 用ヘッダ（HEADタグなど）」などに設定します。 

▼ 管理画面（デザイン＞ヘッダフッタ＞smartphone 用ヘッダ（HEADタグなど）） 
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04-06：スマートフォン用TIPS 
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スマートフォンの組込みの際に、役立つパラメータなどをご紹介します。 

 ?mobile_preview=2：パソコンでスマートフォンページを表示する 

【例】 
https://www.r-cms.jp/?mobile_preview=2 

スマートフォンで確認したいページのURLの後ろに［?mobile_preview=2］を付けると、パソコンでス
マートフォンページの確認ができます。最終確認は必ず実機で行ってください。 

※［?mobile_preview=1］にするとモバイルページビューになります。 

 スマートフォン版への切替え 

{if $is_SmartPhone_type eq 'Mobile'}  
     <div>  
        <a href="javascript:if(confirm('スマートフォン版を閲覧しますか？
')){ldelim}location.href='?SmartPhonePCView=0';{rdelim}">  
        <div> <img src="/files/user/sp/img/spswich.png" alt="スマートフォン版を表示す
る" > </div>  
        </a>  
    </div>  
{/if} 

スマートフォンでPC版を表示後、スマートフォン版へ切り替えたいときの記述方法です。 
スマートフォンで一度PC版を閲覧した場合、キャッシュをクリアしないと、ブラウザを閉じてもスマートフォン版
が閲覧できないため、設定しておくと便利です。 

※ PC版のヘッダなど任意の箇所に記述してください。 
    PC版に記述しないと表示されませんのでご注意ください。 
※ 画像のファイルパスは任意のファイルパスに変更してください。 

 PC版への切替え 

<li><a data-icon="star" href="javascript:if(confirm('PC版を閲覧しますか？
')){ldelim}location.href='/?SmartPhonePCView=1';{rdelim}"> PC版 </a></li> 

スマートフォン版からPC版を表示するときの記述方法です。 

▲ スマートフォン版のフッタ 

▲ スマートフォンでPC版を表示した時の画面 

PC版のヘッダに記述 
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テンプレートのカスタマイズ 05 
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RCMSでは、HTML/CSSの知識があれば、テンプレートをカスタマイズすることにより、自由にデザインを変更することができます。カスタマイズしたいテンプレートは 
「サイト基本設定＞ページ構成＞（各ページ）設定」で確認します。 

▼ 管理画面（サイト基本設定＞ページ構成＞各ページの「設定」） 

モジュール コンテンツ テンプレート 1 3 2 

1 3 2 

テンプレートを全てのページで適用したい場合に選択します。 4 

5 

4 

5 
6 

7 

▼ 管理画面（デザイン＞テンプレート編集） 

特定のページで適用したい場合、適用したいページを選択します。 

複数の「問い合わせ」や「アンケート」を同ページで表示し、タイトル
毎にデザインが異なる場合、適用したいタイトルを選択します。 

6 

7 適用したいデバイスを選択します。 
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組込みの際のTIPS 06 
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① カプセル化する（推奨） 
<script type="text/javascript"> 
    $(document).ready(function) 
</script> 

② 「$(」もしくは「$.」は「j$」に置き換える 

<script type="text/javascript"> 
    $(document).ready(function) 
</script> 

<script type="text/javascript"> 
    J$(document).ready(function) 
</script> 

③ 「ヘッダ（HEADタグなど）」に記述している、「default.js」を「default.v2.js」に変更する 

<script type="text/javascript" src="/js/default.js"></script> 

<script type="text/javascript" src="/js/default.v2.js"></script> 

<script type=“text/javascript”  > 
    (function($) { 

    $(document).ready(function) 
})(jQuery); 

</script> 

RCMSでは、jQueryとprototype.jsを、共存させているため、コンフリクトを回避するための方法をご案内いたします。 
①を推奨しておりますが、必要に応じて②、③も組み合わせて実装してください。 



(c) Diverta.Inc 

06-02：よく使用するSmartyタグ 

28 

 {bodystart}{/bodystart} で囲むと、<body>直後に読み込まれます。 

【例】テンプレートや自由HTMLにbodyの最初に読み込みたいソースを書く 
 
{bodystart} 

<body>の直後に読み込まれます 
{/bodystart}  

 {bodyend}{/bodyend} で囲むと、</body> 直前に読み込まれます。 

【例】テンプレートや自由HTMLにbodyの最後に読み込みたいソースを書く 
 
{bodyend} 

<body>の直前に読み込まれます 
{/bodyend}  

 {headblock}{/headblock} で囲むと、<head>内に読み込まれます。 
【例】テンプレートや自由HTMLのなかにcssを書く 
 
{headblock} 

{literal} 
<style type="text/css"> 
<!-- 
.h2 { margin: 10px;} 
--> 
</style> 

{/literal}  
{/headblock}  

 Javascriptなどで{ }を使用する場合、{literal} {/literal}で囲む 

{literal} 
<script> 
             $(function() {   
                         $("#side").css("display","none");   
             });    
</script> 
{/literal} 

※ {literal} {/literal}で囲まずに記述した場合は、適用しているページでエラーが 
起きてページが表示されません。 

▼ 管理画面（コンテンツ更新＞自由HTML＞自由HTML編集）  ※自由HTMLでSmartyタグ使用するときは、Smartyの設定を「有効にする」を選択してください。 
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06-03：helpに載っていないパラメータ一覧（ページ構成で指定） 
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 no_div_contents：RCMSで自動に付与されるdivがつかなくなります（PC用） 

 no_div_contents_sp：RCMSで自動に付与されるdivがつかなくなります（スマートフォン用） 

※ divがつかなくなるのはPCのソースのみです。 
※ メインコンテンツでは使用できません。 

指定方法：no_div_contents=1 

指定方法：no_div_contents_sp=1 

 device:デバイス名[cnt]：一覧ページでの表示数をデバイスごとに設定できます 

▼ 管理画面（サイト基本設定＞ページ構成＞各ページの「設定」） 

【例】ガラケー3件、スマホ2件、pcは10件表示にしたい場合 
 
device:mobile[cnt]=3&device:smartphone[cnt]=2&cnt=10 
※デバイスごとの指定がなければ、通常のcntの値が適用されます。 
device:mobile[cnt]=3&cnt=10 
と設定すると、PCとスマホは10件表示になります。 

 好きなパラメータ名：自由にパラメータの値を設定できます 

helpには記載していない、パラメータと使用方法をご案内します。パラメータの指定は「ページ構成＞（各ページ）設定」に設置している、各コンテンツの「パラメータ」に指定し
ます。 使用できるパラメータはモジュール毎に異なりますので、ここでご紹介していないパラメータについては、「help」をクリックしてご確認ください。 

※ divがつかなくなるのはスマートフォンのソースのみです 
※ メインコンテンツでは使用できません。 

使用するシチュエーション：ページ構成で同じテンプレートを複数設定しているが、 
テンプレート毎に異なるHTMLを適用したい、など 
 
【ページ構成での設定】 
mmflag=1 
 
【テンプレートの記述】 
{if $module.param.mmflag == 1} 
 mmflag が 1 だったら表示したいソース 
{/if} 
※他のパラメータ名と絶対に重複しないような名前にしてください 

使用できるパラメータはコンテンツ毎に

異なるので、「help」をクリックして確認し

てください 
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HTML5対応 07 



(c) Diverta.Inc 

07-01：レイアウトのカスタマイズ 
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HTML5については、レイアウトをカスタマイズして使用します。カスタマイズしたレイアウトの要素は自由に変更可能です。 

▼ 管理画面（デザイン＞レイアウト） 

複数のページで使用する場合
があるので、判別しやすい名前
をつけてください。 

▼ 管理画面（カスタマイズしたレイアウトの一覧） 

カスタマイズしたレイアウト 

▼ 管理画面（サイト基本設定＞ページ構成＞各ページの「設定」） 

カスタマイズしたレイアウトを
選択します 

 レイアウトをカスタマイズする  カスタマイズしたレイアウトをページに適用する 
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07-02：レイアウトの説明 
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▼ RCMS独自の要素（【例】1段組 ）： 

<!--%head%--> 
<body > 
<!--%mng_menu%--> 
   <!--%header%--> 
   <!--%navi%--> 
   <!--%footpath%--> 
      <!--%sub_module1%--> 
      <!--%sub_module2%--> 
      <!--%sub_module3%--> 
      <!--%main_module%--> 
      <!--%sub_module4%--> 
      <!--%sub_module5%--> 
      <!--%sub_module7%--> 
      <!--%sub_module6%--> 
   <!--%footer%--> 
   <!--%mng_footer%--> 
</body> 
</html> 

2 

4 

3 

1 

▼ ユーザー閲覧画面 

3 

5 

4 

1 

14 

15 

5 

14 

2 

▼ 管理画面（デザイン＞ヘッダフッタ＞PC用） 

▼ 管理画面（デザイン＞ヘッダフッタ＞PC用） 

<!--%sub_module1%--> 

<!--%sub_module2%--> 

<!--%sub_module3%--> 

<!--%main_module%--> 

<!--%sub_module4%--> 

<!--%sub_module5%--> 

<!--%sub_module7%--> 

 <!--%sub_module6%--> 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

15 

自由にHTMLタグを追加できます。また、<!--%head%-->削除すると、「ヘッダ（HEADタグなど）」内が読み込まれず、正しく表示ができないため、削除しないようにしてく
ださい。それ以外の要素については削除可能です。 

削除しないでください 
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